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今
年
七
月
に
熊
本
市
内
の
人
か
ら
調

査
依
頼
が
あ
っ
た
。
今
年
四
月
に
新
築
し

た
の
に
注
文
と
異
な
る
の
で
調
査
し
て

欲
し
い
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 
 

新
築
の
家
で
施
主
と
施
工
業
者
を
交

え
て
の
打
合
せ
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
分

か
っ
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ッ
ト
35
仕
様
の
「

省
令
準
耐
火
構
造
」
の
住
宅
で
あ
る
。
以

前
の
現
場
監
督
は
省
令
準
耐
火
構
造
に

関
し
て
の
知
識
は
無
く
、
そ
の
上
施
主
と

約
束
し
た
こ
と
を
度
々
実
行
し
な
い
で
、

施
主
に
対
し
て
信
用
を
全
く
無
く
し
て

い
た
。 

 

耐
力
お
よ
び
準
耐
火
構
造
の
要
素
と

し
て
は
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
（
石
膏
ボ
ー

ド
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ビ
ス
が
耐
力
壁
用
の
も
の
を
用
い
て
な

か
っ
た
り
、
間
隔
が
開
き
過
ぎ
て
い
た
り

し
て
い
た
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
施
主
の

方
か
ら
私
に
対
し
て
現
場
検
査
を
し
て

く
れ
な
い
か
、
と
申
し
入
れ
が
あ
り
、
施

主
の
切
実
な
態
度
に
引
き
受
け
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
後
、
天
井
と
壁
の
間
の
見

切
り
に
問
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

天
井
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
の
厚
み
が
九

ミ
リ
な
の
で
二
枚
張
る
必
要
が
あ
る
。
準

耐
火
構
造
の
場
合
は
天
井
に
二
枚
張
っ

た
外
側(

下
側)

に
は
可
燃
物
を
取
付
け

て
も
い
い
が
、
内
部
に
入
り
込
む
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
可
燃
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
見
付
が
天
井
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ

ー
ド
の
一
枚
目
と
二
枚
目
の
間
に
挟
み

込
ま
れ
て
天
井
の
縁
に
出
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
上
、
ビ
ス
の
長
さ
も
規
定
よ

り
短
か
っ
た
。 

補
修
方
法
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
な

っ
た
。
ビ
ス
に
関
し
て
は
以
前
打
ち
込
ま

れ
た
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
壁
に
関

し
て
は
耐
力
壁
用
ビ
ス
を
間
に
打
込
み
、

天
井
に
関
し
て
は
規
定
に
あ
っ
た
長
い

ビ
ス
を
間
に
打
込
む
。
力
学
的
に
考
え
て

み
た
が
、
以
前
の
ビ
ス
を
抜
い
て
プ
ラ
ス

タ
ー
ボ
ー
ド
を
痛
め
る
よ
り
い
い
か
な

と
思
わ
れ
た
し
、
施
主
も
納
得
さ
れ
た
の

で
そ
の
よ
う
な
方
針
に
し
た
。
た
だ
、
天

井
ボ
ー
ド
に
関
し
て
は
二
枚
目
を
剥
い

で
見
切
り
を
取
り
外
す
必
要
が
あ
る
。 

 

私
の
現
場
検
査
は
ビ
ス
と
天
井
ボ
ー

ド
の
確
認
が
主
で
そ
の
他
全
般
で
あ
る
。

内
壁
の
ビ
ス
が
補
修
出
来
た
の
で
確
認

し
て
欲
し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
日
時

を
決
め
て
施
主
と
共
に
確
認
し
て
い
く

内
に
、
幅
木
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
。
幅
木
の
内
側
の
ビ
ス
は
ど

う
し
た
の
か
と
尋
ね
る
と
、
幅
木
は
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
ま
す
、
と
の
こ
と
。
新
し

い
現
場
監
督
は
少
し
は
気
が
利
く
人
だ

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
ガ
ッ
カ
リ
し
た
。

耐
力
壁
の
周
り
全
て
の
ビ
ス
は
地
震
の

せ
ん
断
力
を
受
持
つ
の
で
、
下
側
の
部
分

も
大
事
だ
と
説
明
し
て
幅
木
を
は
ず
し

て
裏
側
の
ビ
ス
も
や
り
直
し
て
貰
っ
た
。 

 

意
味
を
理
解
し
な
い
で
施
工
す
る
職

人
や
現
場
監
督
が
多
い
だ
ろ
う
な
と
か
、

欠
陥
と
し
て
表
に
出
る
の
は
ほ
ん
の
少

数
だ
ろ
う
な
と
か
思
う
と
、
欠
陥
を
見
付

け
る
こ
と
も
大
事
だ
ろ
う
が
、
そ
の
芽
を

摘
み
取
る
現
場
検
査
も
重
要
だ
な
、
と
し

み
じ
み
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。
補
修
は
十

一
月
頃
に
終
わ
る
予
定
で
あ
る
。 
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１
．
改
正
の
背
景 

近
年
、
防
災
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、

備
蓄
倉
庫
等
の
設
置
事
例
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
建
築
物
の
部
分

で
あ
る
備
蓄
倉
庫
等
に
つ
い
て
、
容
積

率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
延
べ
面
積

の
算
定
方
法
の
合
理
化
を
図
る
こ
と

と
す
る
。 

 

ま
た
、
国
際
競
争
力
の
強
化
等
の
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
一
定
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
既
存
建
築
物

の
大
規
模
な
増
改
築
を
一
層
促
進
す

る
た
め
、
既
存
部
分
の
２
分
の
１
を
超

え
る
大
規
模
な
増
改
築
に
つ
い
て
新

た
に
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す

る
。 

 

２
．
概
要 

(1)
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る 

延
べ
面
積
の
算
定
方
法
の
合
理
化 

 

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
25
年
政
令

第
３
３
８
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

第
２
条
第
１
項
第
４
号
及
び
同
条
第
３

項
を
改
正
し
、
専
ら
防
災
の
た
め
に
設
け

る
備
蓄
倉
庫
の
用
途
に
供
す
る
部
分
、 

 
 

蓄
電
池
（
床
に
据
え
付
け
る
も
の
に
限

る
。
）
を
設
け
る
部
分
、
自
家
発
電
設
備

を
設
け
る
部
分
及
び
貯
水
槽
を
設
け
る

部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
床
面
積
を
一
定
の

範
囲
内
で
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
延
べ
面
積
に
算
入
し
な
い
こ
と
と
し

た
。 

 

(2)
既
存
不
適
格
建
築
物
に
係
る 

規
制
の
合
理
化 

令
第
１
３
７
条
の
２
を
改
正
し
、
建
築

基
準
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
０
１
号
）

第
３
条
第
２
項
に
よ
り
同
法
第
２
０
条

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
既
存
不
適

格
建
築
物
に
係
る
増
築
又
は
改
築
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、
増
改
築
に
係
る
部
分

の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
を

超
え
る
大
規
模
な
増
改
築
で
あ
っ
て
も

地
震
そ
の
他
の
震
動
及
び
衝
撃
に
よ
る

当
該
建
築
物
の
倒
壊
等
の
お
そ
れ
が
な

い
場
合
に
は
、
現
行
の
構
造
耐
力
規
定
の

全
て
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
な
い

こ
と
と
す
る
。 

 

３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

閣
議
決
定
日 

平
成
24
年
９
月
14
日
(金) 

公
布
・
施
行 

平
成
24
年
９
月
20
日
(木) 

 

国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

   

 

『
偽
建
築
士
新
た
に
９
人
』 

国
交
省
公
表 

平
成
24
年
９
月
５
日
付
「
朝
日
新
聞
」

記
事
に
、
一
級
建
築
士
の
免
許
偽
造
が
相

次
い
で
発
覚
し
て
い
る
問
題
で
、
国
土
交

通
省
は
４
日
、
新
た
に
一
級
建
築
士
と
偽

っ
て
い
た
９
人
を
公
表
し
た
。
大
手
住
宅

メ
ー
カ
ー
で
ア
パ
ー
ト
設
計
に
関
わ
っ

て
い
た
り
、
他
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
一
級
建
築
士
と
偽
っ
て
い
た
り
し
た

と
い
う
。
い
ず
れ
も
建
築
士
法
違
反
の
疑

い
が
あ
る
。 

９
人
の
う
ち
２
人
は
二
級
建
築
士
で
、

７
人
は
無
資
格
者
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、

免
許
証
の
写
し
に
は
実
在
す
る
別
の
建

築
士
の
登
録
番
号
や
架
空
の
番
号
が
記

載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、 

「住まい 110番名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 

 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６４２６-１３５０ / FAX：0３-６４２６-１３５１ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 
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国
土
交
通
省
が
公
表
し
た
偽
一
級
建

築
士
が
所
属
し
て
い
た
会
社
や
事
務
所

は
、
神
奈
川
県
厚
木
市
「
積
水
ハ
ウ
ス
神

奈
川
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
支
店
」
、
栃
木
県
宇

都
宮
市
「
テ
ク
ノ
ホ
ー
ム
」
、
北
海
道
帯

広
市
「
北
王
」
、
埼
玉
県
越
谷
市
「
エ
ー

ピ
ー
エ
ヌ
設
計
」
、
埼
玉
県
行
田
市
「
湯

本
内
装
」
、
愛
知
県
安
城
市
「
ウ
ッ
ド
ハ

ウ
ス
愛
知
」
、
群
馬
県
吉
岡
町
「
勝
野
建

設
」
、
東
京
都
中
央
区
「
エ
ク
セ
ル
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
東
京
営
業
所
」
、
長
崎

県
佐
世
保
市
「
興
南
商
工
」。（
記
事
抜
粋
） 

 

国
土
交
通
省
は
７
月~

８
月
に
６
人
の

偽
一
級
建
築
士
を
公
表
し
て
い
た
の
で
、

こ
れ
で
１
５
人
に
な
っ
た
。
前
号
で
、
大

川
理
事
長
が
こ
の
偽
一
級
建
築
士
問
題

に
つ
い
て
寄
稿
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も

さ
ら
に
発
覚
件
数
が
増
え
そ
う
で
あ
る
。 

姉
歯
事
件
の
時
も
、
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
驚
き
だ
っ
た
が
、
今
回
の
偽
一
級

建
築
士
事
件
も
我
々
技
術
者
に
と
っ
て

驚
き
で
あ
る
。
消
費
者
と
は
信
頼
関
係
で

結
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
一
翼
を
担
う
建
築

士
に
偽
物
が
横
行
し
て
い
る
現
状
が
憂

慮
さ
れ
る
。 

  

『
一
級
建
築
士
の
懲
戒
処
分
』 

国
交
省
公
表 

平
成
24
年
９
月
５
日
、
国
土
交
通
省
は
、

建
築
士
法
第
１
０
条
第
１
項
各
号
に
該

当
す
る
一
級
建
築
士
２
０
名
に
つ
い
て
、

懲
戒
処
分
（
24
年
度
第
２
回
）
を
決
定
し

て
公
表
し
た
。
処
分
内
容
は
、
業
務
停
止

１
２
月
が
１
名
、
同
１
１
月
１
名
、
同
８

月
１
名
、
同
６
月
２
名
、
同
５
月
１
名
、

同
３
月
５
名
、
同
２
月
２
名
、
同
１
月
７

名
で
あ
る
。
24
年
度
第
１
回
は
、
６
名
が

懲
戒
処
分
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
２
６
名

に
な
る
。
毎
年
数
名
の
懲
戒
処
分
者
が
公

表
さ
れ
て
い
る
が
と
て
も
残
念
で
あ
る
。

前
記
の
偽
建
築
士
事
件
と
は
内
容
が
違

う
が
、
資
格
を
持
つ
も
の
が
、
業
務
遂
行

で
ル
ー
ル
違
反
を
し
て
は
、
消
費
者
等
と

の
信
頼
関
係
を
な
く
し
て
し
ま
う
。 

  

『
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
受
付
終
了
』 

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
２
４
年
７

月
４
日
で
、
受
け
付
け
が
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
つ
い
て
は
、
継
続
さ
れ
ま
す
。
住
宅

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
景
気
浮
揚
に
貢

献
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
算
枠
に
達
し
た

た
め
終
了
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
住
宅
取

得
に
つ
い
て
、
景
気
刺
激
の
観
点
か
ら
何

ら
か
の
優
遇
処
置
を
検
討
す
る
と
し
て

い
る
の
で
、
今
後
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
代

わ
る
何
ら
か
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

  

『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
』 

国
の
有
識
者
会
議
が 

被
害
想
定
公
表 

平
成
24
年
８
月
３
０
日
付
「
読
売
新

聞
」
記
事
で
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地

震
な
ど
が
同
時
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
（
Ｍ
）
９
級
の
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
」
に
つ
い
て
、
国
の
二
つ
の
有
識
者

会
議
は
２
９
日
、
被
害
想
定
な
ど
を
公
表

し
た
。 

死
者
数
は
最
大
で
３
２
万
３
０
０
０

人
。
そ
の
う
ち
津
波
に
よ
る
死
者
は
全
体

の
７
割
の
２
３
万
人
に
達
す
る
。
死
者
３

２
万
３
０
０
０
人
と
な
る
の
は
、
在
宅
者

の
多
い
冬
の
深
夜
に
発
生
し
、
東
海
地
方

の
被
害
が
大
き
い
ケ
ー
ス
。
建
物
被
害
が

大
き
く
な
る
の
は
火
気
使
用
の
多
い
冬

の
午
後
６
時
の
ケ
ー
ス
。
最
大
で
２
３
８

万
６
０
０
０
棟
が
全
壊
・
焼
失
す
る
。 

有
識
者
会
議
は
、
防
災
対
策
に
よ
る
軽

減
効
果
も
試
算
し
た
。
深
夜
に
発
生
し
た

地
震
の
１
０
分
後
に
７
割
の
人
が
避
難

を
始
め
、
津
波
避
難
ビ
ル
に
逃
げ
込
め
ば
、

津
波
に
よ
る
死
者
数
は
最
大
で
８
割
減

ら
せ
る
と
し
て
い
る
。
住
宅
の
耐
震
化
率

が
２
０
０
８
年
現
在
の
８
割
か
ら
９
割

に
向
上
す
れ
ば
、
建
物
倒
壊
数
は
約
４
割

減
少
す
る
。
有
識
者
会
議
は
「
過
度
に
心

配
す
る
必
要
は
な
く
、
正
し
く
恐
れ
て
ほ

し
い
」
と
要
請
。（
記
事
抜
粋
） 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
日
本
列
島
に
住
む

限
り
地
震
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い
が
、
想

像
を
絶
す
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
普
段
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

自
治
体
で
専
用
窓
口
を
設
け
て
、
相
談
や

補
助
金
を
交
付
し
て
進
め
て
い
る
。
建
築

Ｇ
メ
ン
の
会
に
も
耐
震
に
関
す
る
専
門

家
が
い
ま
す
の
で
気
楽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

以
上 
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建
売
住
宅
の
内
覧
会
立
会 

 
 
 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご

依
頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答

を
頂
い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

      

 

売
主
の
ウ
ワ
サ
を
聞
き
、
不
安
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
お
蔭
様
で
安
心
し
て
住

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
費
用
に
見
合
う
安
心
感
を

得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
神
奈
川

県
在
住
の
方
か
ら
） 

  

□ 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

東
京
グ
ル
ー
プ
に
よ
る 

建
築
無
料
相
談
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
２
年
10
月
27
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き

ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線
「
大
井
町
駅
」 

 
 
 
 
 
 
 

▽
入
場
料 

無
料
（
要
予
約
） 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

・
東
京
グ
ル
ー
プ
（
原
田
ま
で
） 

℡
０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
１ 

 

千
葉
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
講
演
会 

・
建
築
無
料
相
談
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
２
年
11
月
10
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
15
分
～
16
時
45
分 

▽
会
場 

サ
ン
プ
ラ
ザ
市
原 

（
１
階
ア
イ 

ス
ペ
ー
ス
） 

▽
交
通 

JR
／
内
房
線
五
井
駅
西
口 

▽
講
演
内
容 

講
演
‐
① 

「
地
震
と
住
ま
い
の
豆
知
識
」 

講
師 

川
口 

晴
保
（
当
会
副
理
事
長
） 

講
演
‐
② 

リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
選
び 

「
宣
伝
・
広
告
に
惑
わ
さ
れ
る
な
！
」 

講
師 

石
岡 

善
正
（
当
会
副
理
事
長
） 

▽
住
ま
い
１
１
０
番
（
15
時
40
～
） 

（
建
築
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
） 

（
相
談
は
要
予
約
） 

▽
入
場
料 

無
料 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

・
千
葉
グ
ル
ー
プ
（
織
笠
ま
で
） 

℡
０
４
３
６
・
２
２
・
４
５
０
０ 

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

彼
岸
を
過
ぎ
て
厳
し
い
暑
さ
も
少
し

は
和
ら
ぎ
ま
し
た
が
、
一
部
の
地
域
で
は

厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
今
の

気
象
は
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
、
異

常
な
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
猛
烈
な

台
風
の
襲
来
、
頻
繁
に
発
生
す
る
竜
巻
、

記
録
的
な
猛
暑
に
残
暑
、
豪
雨
で
被
害
が

発
生
し
て
い
る
地
域
が
あ
れ
ば
、
逆
に
少

雨
で
給
水
制
限
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
も

あ
る
。
温
暖
化
が
更
に
進
行
し
な
い
よ
う
、

各
自
が
出
来
る
こ
と
は
遂
行
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

政
治
の
世
界
は
、
野
田
総
理
が
党
の
代

表
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
最
大
野
党
の
自

民
党
は
安
倍
氏
が
総
裁
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
今
後
、
臨
時
国
会
で
の
論
戦
に
期
待

し
た
い
で
す
が
、
解
散
を
め
ぐ
る
政
局
の

争
い
に
な
り
そ
う
で
す
。
尖
閣
諸
島
や
竹

島
の
領
有
権
問
題
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
債

務
危
機
、
記
録
的
な
円
高
の
継
続
な
ど
、

外
交
、
経
済
、
内
政
に
多
く
の
問
題
が
あ

る
中
、
国
民
の
た
め
の
政
治
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

（
Ｋ
・
Ｔ
） 

   

 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   


